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「月寒地区防災訓練」
豊平区月寒地区町内会連合会ほか

～大切な人を守るために～

▲実際に使用して、いざという時に備える

▲毛布担架を使って搬送訓練

▲みんなの力を合わせてバケツリレー

▲地域の防災について考える ▲煙を吸わないように気をつけて
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町
内
会
・
自
治
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
紹
介

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
内
会
・
自
治
会
に
お
け
る
広
報
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
、平
成
２
年
度
か
ら
４
年
お
き
に
実
施
し
て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
は
独
自

に
発
行
し
た
広
報
紙
で
、定
期
的
に
年
２
回
以
上
の
発
行
が
あ
る
作
品
を
応
募
の
条

件
と
し
、連
合
町
内
会
部
門
10
作
品
、単
位
町
内
会
部
門
63
作
品
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

部
門
９
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
13
日
に
審
査
委
員
会
を
行
い
、
受
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

審
査
委
員
会
委
員
長
の
山
本
健
二
氏
（
キ
タ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
の
講
評
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
は
、
５
月
28
日
開
催
予
定
の
全
道
町
内
会
活
動

研
究
大
会
（
札
幌
市
か
で
る
２
．
７
）
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

▲

発 

行 

者　

北
区
新
琴
似
連
合
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ｂ
４
判
８
～
12
ペ
ー
ジ

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

２
０
、０
０
０
部

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評

　

応
募
作
品
の
中
で
は
年
12
回
発
行
、

ペ
ー
ジ
数
も
毎
回
８
〜
12
ペ
ー
ジ
と
他

の
広
報
紙
と
比
べ
ダ
ン
ト
ツ
の
情
報
量

で
す
。
紙
面
構
成
・
見
出
し
タ
イ
ト
ル

の
デ
ザ
イ
ン
処
理
等
、
新
聞
紙
面
を
意

識
し
た
親
し
み
の
あ
る
読
み
や
す
い
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
毎
号
広
告
も
多
数
掲
載

し
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
各
行
事
の
写
真
の
セ
レ
ク
ト
が

良
く
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
説
明
が
と
て

も
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

▲

発 

行 

者　

東
区
栄
東
連
合
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
２
ペ
ー
ジ

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

１
、１
０
０
部

▲

配
布
方
法　

回
覧

▲

講　
　

評

　

Ａ
４
判
の
２
ペ
ー
ジ
で
す

が
、
年
12
回
発
行
し
、
毎
月

新
鮮
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
情
報
量
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、

手
作
り
感
が
あ
り
、
と
て
も

親
し
み
や
す
さ
が
伝
わ
る
紙

面
構
成
で
す
。
セ
レ
ク
ト
さ

れ
た
写
真
か
ら
は
、
各
行
事

の
様
子
が
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
伝
わ
り
ま
す
。

「
新
琴
似
新
聞
」

「
栄
東
連
合
町
内
会
ニ
ュ
ー
ス
」

連 合 町 内 会 部 門
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「
東
月
寒
だ
よ
り
」

▲

発 

行 

者　

豊
平
区
東
月
寒
地
区
町
内
会
連
合
会

▲

規　
　

格　

Ａ
３
判
２
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
４
回

▲

発
行
部
数　

８
、５
０
０
部　
　

 

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

紙
面
は
Ａ
３
タ
テ
表
裏
の
構
成
で
す
。
町
内
会
の

行
事
・
出
来
事
の
掲
載
の
ほ
か
、
交
通
標
語
の
紹
介

や
人
物
紹
介
、
農
園
キ
ッ
ズ
な
ど
地
域
住
人
の
顔
が

見
え
る
企
画
が
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト

は
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
罫
線
で
囲
み
、と
て
も
読
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
広
報 

篠
路
」

「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
全
町
連
だ
よ
り
」

「
広
報 

ち
ょ
う
れ
ん
」

▲

発 

行 

者　

北
区
篠
路
連
合
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
12
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
２
回

▲

発
行
部
数　

１
０
、５
０
０
部　

 

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

１
月
と
７
月
の
年
２
回
発
行
で
、
そ
れ
ぞ
れ
12
ペ
ー

ジ
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
号
と
も
町
内
会
の
半

年
間
の
行
事
・
出
来
事
が
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、中
味
の
濃
い
広
報
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。広
告
掲
載

も
あ
り
、地
域
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

▲

発 

行 

者　

美
深
町
自
治
会
連
合
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
４
ペ
ー
ジ�

▲

発
行
回
数　

年
２
回

▲

発
行
部
数　

２
、４
０
０
部 

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

ま
ず
広
報
紙
タ
イ
ト
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引

き
ま
す
。
ペ
ー
ジ
数
は
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、

写
真
の
大
き
さ
・
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
記
事
と
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
レ
イ
ア
ウ
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲

発 

行 

者　

中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
２
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
４
回

▲

発
行
部
数　

１
０
、５
５
０
部 　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　

�　

各
号
Ａ
４
の
２
ペ
ー
ジ
構
成
で
す
が
年
４
回
の

発
行
で
す
。
見
出
し
と
本
文
の
書
体
に
変
化
が
あ

り
、小
見
出
し
に
も
太
い
細
い
と
メ
リ
ハ
リ
を
加

え
、デ
ザ
イ
ン
的
に
と
て
も
ま
と
ま
り
を
感
じ
ま

す
。第
10
号
の
イ
ラ
ス
ト
が
と
て
も
効
果
的
で
す
。

▲

発 

行 

者　

岩
見
沢
市
町
会
連
合
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
16
～
24
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
２
回

▲

発
行
部
数　

２
８
、３
０
５
部 　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

年
２
回
の
発
行
と
は
い
え
、
16
〜
20
ペ
ー
ジ
と

応
募
作
品
の
中
で
は
最
多
ペ
ー
ジ
数
で
す
。
紙
面
は

基
本
タ
テ
組
構
成
で
、
２
段
・
４
段
・
５
段
と
変
化
を

つ
け
文
字
の
大
き
さ
も
と
て
も
読
み
や
す
い
大
き
さ

に
な
っ
て
い
ま
す
。広
告
数
の
多
さ
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
感
じ
さ
せ
ま
す
。
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▲

発 

行 
者　

中
央
区
山
鼻
第
18
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
４
～
６
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
６
回

▲

発
行
部
数　

１
、０
０
０
部　
　
　
　

 

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評

　

�　

年
間
６
回
発
行
で
、
毎
回
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
に
変
化
を
加
え
、
見
る
か
ら

に
楽
し
い
広
報
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
全
体
の
色
使
い
や
デ
ザ
イ
ン
処

理
、
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
の
入
れ
方
が
紙
面
構
成
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。
第

１
０
９
号
の
環
境
美
化
の
マ
ッ
プ
は
、
取
組
み
内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
伝

わ
り
や
す
い
見
せ
方
で
す
。
他
に
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
の
声
を
取

り
上
げ
た
企
画
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

「
山
鼻
18
だ
よ
り
」

「
広
報
紙�

き
た
ご
う
ひ
が
し
」

▲
発 

行 

者　

白
石
区
北
郷
東
町
内
会

▲
規　
　

格　

Ａ
３
判
２
ペ
ー
ジ 

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲
発
行
部
数　

４
、０
０
０
部　
　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲
講　
　

評

　

Ａ
３
サ
イ
ズ

両
面
で
年
12
回

発
行
と
い
う
こ

と
か
ら
、
情
報

を
発
信
す
る
側

の
熱
意
が
伝
わ

り
ま
す
。「
ま

す
ま
す
身
近
に 

み
ん
な
の
〜
」
や
「
シ
リ
ー
ズ
札
幌
市
」
な
ど
の
問
題
提
起
な

ど
、
見
出
し
や
企
画
内
容
に
住
民
に
何
を
ど
う
伝
え
た
い
の
か

が
良
く
考
え
ら
れ
て
い
る
広
報
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

OA機器全般の販売・レンタル、オフィス関連商品の販売、
プロバイダー事業、ICT関連機器の販売、ネットワークシス
テムの構築、小冊子などの印刷を行うドキュメントサービ
ス、情報システムの提案・導入・保守、基幹系業務（販売管
理・ 給与計算・財務）等をはじめ、その他各業種業務用パッ
ケージソフト提案・導入・保守、OA機器の保守、点検、修理
等、福祉機器関連商品の販売、NTT商品取次、その他、オ
フィス・施設の環境をよりよくするための一切の事業

単 位 町 内 会 部 門

4住みよいまちづくり通信 No.92



「
南
親
町
内
会
便
り 
な
ん
し
ん
」

▲

発 

行 

者　

帯
広
市
南
親
町
内
会

▲

規　

格　

Ａ
４
判
４
～
12
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
３
回

▲

発
行
部
数　

30
部　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

ま
ず
表
紙
・
中
面
の
写
真
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
迫

力
（
見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
）
を
感
じ
ま
す
。
特

に
４
月
号
の
新
年
会
の
様
子
は
見
て
い
る
だ
け
で

楽
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
10
月
号
の
特
集
「
な
ん

し
ん
防
災
の
日
」
は
、
身
近
に
起
き
た
震
災
を
ア

ン
ケ
ー
ト
記
事
か
ら
共
助
・
公
助
へ
と
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
町
内
会
新
聞
」

「
広
報
紙 

見
晴
台
自
治
会
だ
よ
り
」

▲

発 
行 
者　

豊
平
区
豊
平
第
12
分
区
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ａ
３
判
１
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

１
２
０
部　

▲

配
布
方
法　

回
覧

▲

発 

行 

者　

江
別
市
見
晴
台
自
治
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
４
ペ
ー
ジ 　

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

１
、５
５
３
部　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

年
12
回
発
行
で
毎
月
の
情
報
の
新
鮮
さ
が
伝
わ
り
ま

▲

講　
　

評　
　

各
記
事
を
罫
で
囲
む
こ
と
に
よ
り
、と
て
も
見
や
す

す
。
Ａ
３
タ
テ
６
段
構
成
紙
面
で
文
字
の
大
き
さ
も
読

み
や
す
く
、
各
見
出
し
の
デ
ザ
イ
ン
処
理
に
楽
し
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
、
と
て
も
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。シ
リ
ー
ズ
の「
見
晴
台
の
支
え
合

い
と
見
守
り
づ
く
り
」は
地
域
が
健
康
福
祉
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。表
紙
面
の
下
部
の
行

事
予
定
の
処
理
も
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
見
せ
方
で
す
。

　

「
広
報 

さ
く
ら
ぎ
」

▲

発 

行 

者　

苫
小
牧
市
桜
木
町
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ａ
３
判
２
ペ
ー
ジ　

 

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

１
、７
５
６
部　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　

�　

広
報
紙
と
し
て
は
珍
し
い
Ａ
３
ヨ
コ
の
紙
面

構
成
で
す
が
、
２
つ
折
り
に
す
る
こ
と
で
Ａ
４

の
４
ペ
ー
ジ
に
変
化
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
の

デ
ザ
イ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
コ
開
き

の
左
右
へ
の
広
が
り
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
読
み
た
い
と
い
う
意
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
題

字
周
り
の
行
事
予
定
が
、そ
の
月
の
行
事
が
一
目
で
わ
か
り
、と
て
も
効
果
的
で
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
レ
ポ
ー
ト
」

▲

発 

行 

者　

根
室
市
昭
和
第
三
町
会

▲

規　
　

格　

Ａ
４
判
２
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

２
４
３
部　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

Ａ
４
表
裏
２
ペ
ー
ジ
な
が
ら
、年
12
回
発
行
し
、

発
行
者
側
の
伝
え
た
い
・
お
知
ら
せ
し
た
い
気
持

ち
が
伝
わ
り
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
「
そ
の

月
々
に
新
鮮
な
情
報
を
」
の
広
報
紙
と
し
て
の
役

割
を
充
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

「
さ
わ
や
か
タ
ウ
ン
末
広
８
」

▲

発 

行 

者　

恵
庭
市
末
広
町
内
会

▲

規　
　

格　

Ｂ
４
判
４
ペ
ー
ジ　

▲

発
行
回
数　

年
12
回

▲

発
行
部
数　

３
５
０
部　

▲

配
布
方
法　

各
戸
に
配
布

▲

講　
　

評　
　

前
回
に
続
き
入
賞
で
す
。
タ
イ
ト
ル
周

り
の
デ
ザ
イ
ン
処
理
が
目
を
引
き
、
読
み

た
い
と
い
う
意
欲
が
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
全

体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
フ
ォ
ン
ト
（
書
体
）

の
セ
レ
ク
ト
、
写
真
と
記
事
の
構
成
な
ど

読
む
側
の
気
持
ち
を
考
え
て
い
る
と
て
も

良
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
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インターネット部門
　

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
新
た
な
広
報
媒
体
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
町
内
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
独
自
に
作
成
さ
れ
て
い
る
広
報
紙
の
ほ
か
、
町
内
会
で
運
営
し

て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
部
門
を
設
け
ま

し
た
。

▲

製 

作 

者　

函
館
市
桔
梗
町
会

▲

ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://w
w
w
.kikyo

１.jp
/

▲

種　
　

類　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲

更
新
回
数　

月
10
回

▲

講　
　

評　
　

新
設
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
部
門
の
特
別
賞

「
桔
梗
町
会
ブ
ロ
グ
」

特
別
賞

で
す
。
見
た
目
の
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
シ
ン
プ
ル
な
画
面
構
成
が
逆
に
見

や
す
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
月
別
ア
ー

カ
イ
ブ
も
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
い
つ

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
過
去
の
行

事
検
索
に
も
役
立
つ
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲

製 

作 

者　

苫
小
牧
市
町
内
会
連
合
会

▲

ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://to

m
ako
m
ai-tyo

u
ren
.jp
/

▲

種　
　

類　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲

更
新
回
数　

月
２
回

▲

講　
　

評　
　

新
設
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
部
門
の
特
別
賞

「
苫
小
牧
市
町
内
会
連
合
会

　
　
　
　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

特
別
賞

で
す
。
と
て
も
親
し
み
の
あ
る
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
、
写
真
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
を

う
ま
く
使
っ
た
、「
町
連
組
織
に
つ
い

て
」「
活
動
予
定
」「
活
動
報
告
」「
町

内
会
活
動
」「
町
内
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
」

へ
と
上
部
の
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
か
ら
瞬

時
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
レ
ス
ポ

ン
ス
の
良
さ
が
と
て
も
良
い
感
じ
で
す
。

倶
知
安
町
が
道
内
初
の

　「
町
内
会
等
加
入
促
進
条
例
」を
制
定

　

倶
知
安
町
で
は
、誰
も
が
共
に
支
え
合
い
、

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
倶
知
安
町
町

内
会
等
へ
の
加
入
及
び
参
加
を
促
進
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
30
年
12

月
13
日
施
行
）

　

こ
の
条
例
は
、
①
町
内
会
等
が
地
域
で
安

心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
住
民
が

参
加
し
や
す
い
開
か
れ
た
組
織
づ
く
り
に
努

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

URL　 http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/Living_Information/kur
asi_kankyoutaisaku/3007/

お問い合わせ先　 倶知安町住民環境課生活安全係　0136-56-8005

め
る
こ
と
、
②
地
域
住
民
は
町

内
会
等
の
重
要
性
を
理
解
し
、

加
入
及
び
そ
の
活
動
に
積
極
的

か
つ
主
体
的
に
参
加
す
る
こ

と
、
③
町
は
町
内
会
等
の
活
動

に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
、
そ
し
て
④
事
業
者
等
及

び
不
動
産
関
連
業
者
等
（
不
動

産
関
係
事
業
者
を
は
じ
め
、
い

わ
ゆ
る
オ
ー
ナ
ー
、
大
家
な
ど

の
所
有
者
の
み
な
ら
ず
出
資
す

る
者
も
含
む
）
の
役
割
も
定
め

ら
れ
て
お
り
、
町
内
会
に
加
入

す
べ
き
「
地
域
住
民
」
の
範
囲

に
つ
い
て
も
、
住
民
基
本
台
帳

の
記
録
の
有
無
、
国
籍
や
居
住

期
間
を
問
わ
な
い
も
の
と
し

て
、
よ
り
広
く
捉
え
た
条
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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平
成
30
年
度
の
事
例

高
齢
者
を
中
心
と
し
た

�

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

町
内
会
・
自
治
会
が
、
要
援
護
者
の
見
守
り
・
声
か
け
・
助
け

ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

あ
い
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
運
動
目
標
に
「
ひ

と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道

運
動
」
を
平
成
２
年
度
か
ら
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北

海
道
共
同
募
金
会
と
の
三
者
提
唱
に
よ
り
す
す
め
て
い
ま

す
。
単
位
町
内
会
あ
る
い
は
地
区
連
合
町
内
会
を
対
象
に
、

年
間
を
通
し
た
活
動
に
は
「
単
年
指
定
」
で
３
万
円
、
２
年

間
か
け
た
新
た
な
活
動
に
は
「
２
年
指
定
」
で
５
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

５位 �たすけあいチームづく
り・小地域ネットワーク
活動

７位 �災害時要援護者のため
の体制づくり

８位 �除排雪・環境整備活動

９位 会食会等

９位 �声かけ推進・助け合い啓蒙

５位 �各種行事を通じた交流

４位 �健康教室・相談・勉強会・
研修会

三世代交流３位

訪問活動２位

ふれあいサロン活動１位

【平成30年度事業ベスト１0】

平
成
30
年
度
の
報
告

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
交
流
活
動
、訪
問
活
動
に

�

取
り
組
む
９
４
町
内
会
に
助
成

　

平
成
30
年
度
は
、「
単
年
指
定
」
が
74
町
内
会
、
２
年
間

で
新
た
な
事
業
を
組
み
立
て
る
「
２
年
指
定
」
が
20
町
内
会

の
合
計
94
町
内
会
等
に
助
成
し
ま
し
た
。
取
り
組
ま
れ
た
事

業
は
合
計
１
０
１
事
業
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
が
最
も
多
く
、
続

い
て
、訪
問
活
動
、三
世
代
交
流
が
多
く
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

津
別
町
新
町
自
治
会

　

津
別
町
新
町
自
治
会（
60
世
帯
）で
は
、
80
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
、
月
初
め
に
「
ご
き
げ
ん
よ
う
訪
問
」
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
た
女
性
部
と
自
治
会
役
員
が
2
人
1
組

で
訪
問
し
、
最
近
の
出
来
事
等
の
話
を
通
し
て
、
対
象
者
の

健
康
状
態
や
近
況
、お
困
り
の
状
況
な
ど
を
聞
き
、そ
の
時
々

の
異
変
や
問
題
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
何
か
あ
っ
た
場

合
に
は
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
行
い
、
早
期
の
対
応
、
解
決

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
側
の
安
心
だ
け
で

な
く
、
訪
問
す
る
側
も
交
流
し
学
び
あ
う
機
会
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
毎
月
の
訪
問
を
お
し
ゃ
べ
り

が
止
ま
ら
な
い
ぐ
ら
い
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

訪
問
後
の
会
議
で
は
、
訪
問
時
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
抱
え
る
今
後
の
課
題
は
、

地
域
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
定
着

し
た
活
動
を
め
ざ
し
て
持
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

▲「ごきげんよう」が合言葉

▲会議で情報提供

悪
質
商
法
の
手
口
を
チ
ェ
ッ
ク

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー「
見
守
り
新
鮮
情
報
」を

ご
存
知
で
す
か３３３

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
を
狙
う
悪
質
商
法
の
最
新
の

手
口
と
対
策
を
月
に
一
回
、
左
記
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
く
れ

る
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
が
あ
り
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

　

http://w
w

w
.kokusen.go.jp/m

im
am

ori/

◎
携
帯
か
ら
は

　

http://w
w

w
.kokusen.go.jp/m

obile/

「
ア
ポ
電
」
か
も
…

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
出
る
の
は
危
険

・ 

テ
レ
ビ
の
制
作
会
社
を
名
乗
る
人

か
ら
電
話
が
あ
り
、「
所
得
は
５

０
０
万
円
よ
り
上
で
す
か
」
な
ど

と
聞
か
れ
た
が
、「
答
え
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
電
話
を

切
っ
た
。
後
日
警
察
の
協
力
団
体
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
テ

レ
ビ
番
組
に
関
し
て
電
話
が
な
か
っ
た
か
。
捜
査
で
押
収

し
た
名
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
。（
70
代　

女
性
）

・ 

消
防
署
の
職
員
を
名
乗
る
人
の
電
話
で「
一
人
暮
ら
し
か
」

と
聞
か
れ
、「
は
い
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。「
災
害
時
に

す
ぐ
に
救
助
で
き
る
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ

た
が
不
審
だ
。（
女
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

○ 

実
在
す
る
機
関
や
企
業
、家
族
を
か
た
り
、

家
族
構
成
や
資
産
状
況
等
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
「
ア
ポ
電
」
と
思
わ
れ
る
電
話
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○ 

着
信
番
号
通
知
や
録
音
機
能
を
活
用
し
、
誰
か
ら
の
電
話
か
分

か
っ
た
上
で
電
話
に
出
る
な
ど
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ま
し
ょ

う
。

○ 

心
当
た
り
の
な
い
着
信
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合
も「
○
○
で
す
」

と
自
分
の
名
前
を
名
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
構
成

や
資
産
状
況
を
聞
か
れ
た
ら
、
会
話
を
続
け
ず
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

特
に
高
齢
者
等
に
対
し
て
は
、家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で
も
、身

近
な
人
を
見
守
り
、様
子
の
変
化
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

知らない番号には
気をつけて
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防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業

防
災
避
難
訓
練
等
に
取
り
組
む
１
０
０
町
内
会
に
助
成

　

本
助
成
事
業
は
、連
合
会
や
単
位
町
内
会
が
主
催
す
る「
防

災
訓
練
」
や
「
自
主
防
災
組
織
研
修
会
」
に
対
し
て
２
万
円

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

14
年
目
の
平
成
30
年
度
は
、
49
市
区
町
村
の
１
０
０
組
織

が
実
施
す
る
研
修
会
に
対
し
て
助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。
研

修
会
の
内
容
は
、
防
災
講
座
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
、
避

難
所
運
営
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
特
に
胆
振

東
部
地
震
の
経
験
か
ら
、
地
震
被
害
を
想
定
し
た
避
難
所
運

営
や
避
難
生
活
を
体
験
す
る
訓
練
が
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、全
国
各
地
で
度
重

な
る
台
風
や
地
震
、豪
雨
、暴
風
雪
等
に
よ
る
被
災
を

教
訓
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
大
会
の
開
催
や
研
修
会
へ
の

助
成
事
業
を
通
じ
て
、災
害
時
に
住
民
が
助
け
あ
え

る
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

平
成
30
年
度
の
報
告

平
成
30
年
度
の
事
例

「
美
原
地
区
総
合
防
災
訓
練
及
び
研
修
会
」

�

～
災
害
に
備
え
、地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
～

釧
路
市
美
原
地
区
連
絡
協
議
会

　

釧
路
市
美
原
地
区
連
絡
協
議
会（
２
、４
０
１
世
帯
）で
は
、

防
災
の
日
の
９
月
１
日
に
、
美
原
地
区
で
初
の
総
合
防
災
訓

練
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
ま
で
防
災
訓
練
は
広
域
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
学
校
と
中
学
校
で
実
施
内
容
や
実
施

日
を
別
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
連
絡
協
議
会
が
主

体
と
な
り
、地
区
全
体
の
訓
練
と
し
て
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
震
と
津
波
の
被
害
を
想
定
し
た
訓
練
は
午
前
９
時
に
避

難
開
始
の
合
図
が
流
れ
る
と
同
時
に
開
始
さ
れ
、
地
域
住
民

は
自
宅
か
ら
近
い
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
、
ど
ち
ら
か
の
避

難
場
所
ま
で
、避
難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
移
動
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
体
育
館
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
避
難
所
設
営
訓
練

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
の
説
明
や
、
実
際
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
組
み

立
て
た
り
、
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
チ
ン
を
使
用
し
た
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
別
々
に
実
施
し
て
い
た
訓
練
を
地
域
全
体
で
行
う

こ
と
で
、
住
民
間
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
の
連

携
と
協
力
体
制
の
重
要
性
を
実
感
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し

た
。

▲ダンボールベッドの組み立て

▲レスキューキッチンでの炊き出し訓練

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
発
行
・
資
料

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。 安

心
・
安
全
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

皆
さ
ん
の
地
域
で
ご
活
用
く
だ
さ
い

～
北
海
道
町
内
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
～

◦
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を

�

や
っ
て
み
よ
う
！

（
平
成
24
年
９
月
発
行
）

◦
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

�

見
守
り
活
動

（
平
成
28
年
９
月
発
行
）

◦
応
急
手
当
・
健
康

�

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
平
成
30
年
９
月
発
行
）

◦
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
保
存
版

（
平
成
27
年
９
月
発
行
）

◦
正
し
く
取
扱
い
ま
し
ょ
う
！

�

町
内
会
の
個
人
情
報

（
平
成
29
年
９
月
発
行
）

◦
あ
な
た
の
ま
ち
に
も

�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（
平
成
26
年
９
月
発
行
）

（研修会のメニュー）

●�段ボールベッド組み立てなど
の避難生活体験訓練
●�自主防災組織研修会や組織づ
くりのための会議
●�防災講習会、炊き出し訓練、
防災マップづくり
●�避難所運営訓練（ＨＵＧ）
●�応急手当研修会、救急手当研
修会
●�災害時要援護者世帯調査・マ
ップづくり
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管内町内会連絡協議会の概要

組　　織　　名 会長名 事務局

加 入
市町村数
／ 管 内
市町村数

加　　入
市町村名

Ｈ30年度
予算額
（千円）

結成年月

根室管内
町内会連絡協議会

長谷川敬二
根室市
町会連合会

５/５
市町村

根室市・別海町・中標津町・

標津町・羅臼町
783 昭和58年11月30日

釧路管内
町内会連絡協議会

西村　　毅
釧路市
連合町内会

８/８
市町村

釧路市・釧路町・厚岸町・

浜中町・標茶町・弟子屈町・

白糠町・鶴居村

248 平成２年６月29日

胆振管内
町内会連絡協議会

谷岡　裕司
苫小牧市
町内会連合会

10/11
市町村

室蘭市・苫小牧市・登別市・

伊達市・洞爺湖町・豊浦町・

壮瞥町・白老町・安平町・

むかわ町

263 平成４年３月24日

渡島管内
町内会連絡協議会

田畑　定男
北斗市
町会連合会

11/11
市町村

函館市・北斗市・松前町・

福島町・知内町・木古内町・

七飯町・鹿部町・森町・

八雲町・長万部町

109 平成４年９月17日

十勝地区
町内会連絡協議会

高宮　　裕
帯広市
町内会連合会

11/19
市町村

帯広市・新得町・清水町・

芽室町・大樹町・広尾町・

本別町・足寄町・陸別町・

池田町

※幕別町（準会員）

249 平成４年10月23日

オホーツク管内
町内会自治会連絡協議会

船山　洋明
紋別市
町内会連絡協議会

17/18
市町村

北見市・網走市・紋別市・

大空町・美幌町・津別町・

斜里町・清里町・小清水町・

訓子府町・置戸町・

佐呂間町・遠軽町・湧別町・

滝上町・興部町・雄武町

1,147 平成10年５月21日

宗谷管内
町内会自治会連絡協議会

瀧　　勝彦
稚内市
町内会連絡協議会

６/10
市町村

稚内市・猿払村・中頓別町・

枝幸町・豊富町・浜頓別町
179 平成11年２月26日

上川総合振興局管内
町内会自治会連絡協議会

中村　雅光
名寄市
町内会連合会

９/23
市町村

士別市・名寄市・富良野市・

当麻町・上富良野町・

剣淵町・下川町・美深町・

中川町

179 平成13年11月26日

管内町内会連絡協議会のすがた

　総合振興局・振興局管内を単位とした町内会

連絡協議会は道内で８組織結成され、管内市町

村間の連絡調整、交流、研修、各種運動の推進

等がすすめられています。本号では平成30年度

に助成した８組織の概要をご紹介します。

管内町内会連絡協議会への助成について

　本会では、総合振興局・振興局単位で結成さ
れた連絡協議会の活動に対して、次のような活
動費の助成をして応援しています。
・活動助成費　　　　　　　　３万円
・加入促進・共済啓発活動費　３万円

9 住みよいまちづくり通信 No.92



（Ａ4版・4ページ・カラー）

（A4版・40ページ）

●平成30年度は約12万名が加入
　平成30年度の共済加入者は120,292名。
　道内の116市区町村の3,720町内会より加入いただき
ました。

●平成30年度は109件の見舞金を支給
　平成30年度の見舞金件数は109件、総額7,598,708円
支給されました。
　前年度に比べ、支給件数は11件増、支給総額は、約
157万円減となりました。傷害見舞金の１件あたりの
平均支給額は約３万４千円でした。
（内訳）

　傷害見舞金　　　　 107件　　3,598,708円
　後遺障害見舞金　　　１件　　2,000,000円
　死亡見舞金Ａ　　　　１件　　2,000,000円

▶パンフレット「道町連共済」のご案内
　道町連共済の内容を紹介したパ
ンフレット「道町連共済のご案
内」は、本会ホームページのＰＤ
Ｆファイルで掲載しています。な
お簡易版 ( Ａ４版・２ページ・モノ
クロ ) も掲載していますので、普
及・啓発等にご活用ください。

▶「事務手続きの手引き改定保存版」
　事務手続きを円滑にすすめてい
ただくために、加入手続き、請求
手続きの説明とともに、あらまし、
様式、規程を添付しています。本
会ホームページにＰＤＦファイル
を掲載していますので、ご活用く
ださい。

新年度の共済加入のご案内

図３ 事故の発生月
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加入・請求手続きの説明冊子

　３．事故の発生時期

－事故が多かったのは、7月・9月・2月－
　事故発生時期は、7月は盆踊りや夏まつり、9月は
敬老会や運動会等の秋ならではのイベントでの事故が

●平成30年度の傷害見舞金事故の状況（107件）
　１．性別・年齢別

－ケガが多かったのは60～70代－
　性別・年齢別では、図１のとおり、前年度同様60 ～70
代の方に事故が集中し、全体の男女比は、男性が64名、
女性が43名で事故の割合は男性が多く占めています。
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30代 40代 50代 60代 70代 80代
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777 141414

999 292929

191919

131313
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図１ 性別・年齢別の状況

　２．どんなケガが多いか

－最も多いのが転倒による骨折－
　ケガの内容は図２のとおり、前年度同様、転倒によ

打撲
13.1%
打撲

13.1%
打撲

13.1%腱/筋/靭帯
6.5%

腱/筋/靭帯
6.5%

腱/筋/靭帯
6.5%

捻挫・脱臼
5.6%

捻挫・脱臼
5.6%

捻挫・脱臼
5.6%

その他 7.5%その他 7.5%その他 7.5%

骨折
37.4%
骨折

37.4%
骨折

37.4%

外傷
12.1%
外傷

12.1%
外傷

12.1%

複数
17.8%
複数

17.8%
複数

17.8%

図２ ケガの内容
る骨折が37.4％（40件）ともっとも多くありました。

図４　活動ごとの事故状況

3020100
1
4
7

14
19
20
21
21

交通安全・防災・防犯活動
運動会等のスポーツ行事

高齢者宅への訪問・見守り活動
盆踊り・お祭り

レクリエーション等の親睦行事
環境整備・資源回収・除排雪

回覧板・広報配付・町内会費徴収
総会・役員会等の運営業務

－広報配付・町内会費徴収/
総会・役員会での事故が多く発生－

　総会や役員会等での事故のほか、回覧板や広報紙の
配付時の事故が多く、続いて、環境整備・資源回収・除
排雪中の事故が多く発生しました。

　４．どのような活動中の事故が多かったか

多く、2月は除排雪での事故が多く発生しました。
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町内会活動中のケガに
備えていますか？

■町内会活動中のケガが全道で109件発生　※平成30年度道町連共済傷害見舞金支給件数
■27％の単位町内会が活動中のケガにまだ備えていません　※平成29年度道町連調査より

■道町連共済は、ひとり年200円の会費で最高200万円のお見舞金を支給
■加入者と同居するご家族が代理で活動中のケガもお見舞金の対象に

支給例 傷害見舞金　94,996円

　役員会に向かう途中で転倒し、右膝を負傷。右膝蓋
骨骨折で17日間の入院、その後2日間通院をしました。
　　　（内訳）
　　　　・入 院 分：80,040円
　　　　・通 院 分： 2,650円
　　　　・薬 代： 3,380円
　　　　・補装具代： 4,606円
　　　　・診断書料： 4,320円

傷害見舞金

支給例 後遺障害見舞金　200万円
（200万×100％＝200万円）

　町内会の定例草刈りを
していたところ、作業し
ていた斜面から５メート
ルほど落下し、ドクター
ヘリで病院へ搬送。神経
系統の機能等に著しい障
害を残したため、100％
の後遺障害見舞金200万
円が支給されました。

後遺障害見舞金

死亡見舞金Ａ 死亡見舞金Ｂ

※�死亡見舞金Aは、活動中における外因・外傷
の事故による死亡に対して支給します。

※�死亡見舞金 Bは、死亡見舞金Ａに該当しない
活動中の死亡に対して支給します。事故発生
後24時間以内に死亡された場合に限ります。

後遺障害の程度により
� 見舞金を支給します。

治療のために被害者が
実際に負担した医療費

医師の指示による
薬代・補装具代＋

　200万円 　10万円
　ごみステーションの屋根の雪下ろしを
していたところ、屋根から落下。ドクター
ヘリで病院に搬送されましたが、急性硬膜
下血腫により、2日後に死亡されました。

支給例 　町内会役員とともに、町内会未加入者
宅を訪問し帰宅中に具合が悪くなり、病院
に搬送され、翌日死亡が確認されました。

支給例

一般社団法人 北海道町内会連合会事務局 TEL：011-271-3178
FAX：011-271-3956　Email : info@d-choren.or.jp

＝道町連共済のお問い合せ＝

※ホームページに詳しい情報を掲載しています 道町連共済 検索

※支給上限は10万円です。

　　　　　　 に加入して
もしもの事故に備えましょう！

✓�対象者を登録する記名式なので、共済会費がシンプルで経済的です
� ※既存の名簿で提出いただけます。

✓個人負担した医療費等の実費を支給します（上限あり）
✓薬代、補装具、診断書取得料なども対象です（条件あり）
✓年度の途中からいつでもご加入いただけます（年度途中の加入も3月末まで）

道町連共済は
こんな特徴があります

住みよいまちづくり通信 No.9211



　⑶ 選任事項
　　役員補選

2019年度
町内会活動実践者研修会のご案内

テーマ「シリーズ⑳町内会の担い手育成と見守り活動」
１．と　き　2019年8月7日（水）
２．ところ　北海道第２水産ビル8階会議室
３．参加費　2,000円
４．内　容
　・実践報告
　・講義
　　　テーマ「町内会の担い手育成と見守り活動」
　・ミニトーク（意見交換会）
　・講評

町内会に役立つ情報を発信しています
～正会員組織データベースのご案内～

正会員組織データベース
　道内の町内会連合会の概要や活動内容、広報紙等を
紹介した「正会員組織データベース」をホームページ

［お願い］
会長、副会長いずれも
当日欠席される場合
は、総会前に議案書を
送付しますので、書面
表決をお願いします。

http://www.d-choren.or.jp/db/

データベースの情報提供は本会事務局まで
TEL 011-271-3178　Fax 011-271-3956
E-mail：info@d-choren.or.jp

♦ 今後の会議等の予定 ♦
5．28　 　　全道町内会活動研究大会／札幌市
5．29　 　　北海道町内会連合会総会／札幌市
8．7 　　　 町内会活動実践者研修会／札幌市
9．11～12 　道央ブロック町内会活動研究大会／倶知安町
9．19～20 　道東ブロック町内会活動研究大会／釧路市
10．23～24　道南ブロック町内会活動研究大会／北斗市
11．22～23　道北ブロック町内会活動研究大会／富良野町

に公開していま
す。「わがまち
をＰＲしたい」
「視察研修先は
どこにしよう」
等、様々な場面
でご活用くださ
い。情報の掲載
はいつでもお受
けしています。

あなたのまちの活動を
写真で紹介します！

　　　　　白老町町内会連合会�様

　　　　　　会長　岩間 隆一／昭和54年9月設立

2019年度
全道町内会活動研究大会のご案内

テーマ「地域の絆と安心・安全なまちづくり」
１．と　き　2019年5月28日（火）13：30
２．ところ　札幌市 かでる2.7かでるホール
３．参加費　2,000円
４．内　容
　・表彰式　
　　2019年度北海道町内会連合会表彰
　　平成30年度町内会・自治会広報コンクール表彰
　・基調説明
　・講演　テーマ「 長寿社会を楽しく健康に生きるコツ
 ～笑いに学ぶ健康学～」
　　講師 伊藤 一輔 氏（国立病院機構函館病院名誉院長）
５．交流会のご案内
　大会終了後、交流会を下記により行
います。
　・と　き　同日18：00 ～
　・ところ　 ホテル札幌ガーデンパレス
　・参加費　5,000円

2019年度
総会のご案内

　上記大会の翌日、2019年度総会を行います。
１．と　き　2019年5月29日（水）9:30 ～
２．ところ　北海道第２水産ビル8階会議室
３．議　事
　⑴ 報告事項
　　平成30年度事業報告
　　平成30年度会計収支決算報告
　　平成30年度監査報告
　⑵ 議決事項
　　2019年度事業計画（案）
　　2019年度会計収支予算（案）

創立記念のお祝い
関係者の皆様おめでとうございます

40周年
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道 町 連 か ら の お 知 ら せ


